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宇
宙
を
観
察
す
る
の
途



二
あ
り
、
一
は
宇
宙
を
「
死
躰
」
と
し
て
観

る
に
あ

り
、
他
は
宇
宙
を
「
生
躰
」
と
し
て
観
る
に
あ
り
、
人
生
を
観
察
す
る
の
途
二

あ
り
、
一
は
人
生
を
今
世
に
限
ら
れ
た
る
も
の
と
し
て
観
る
に
あ
り
、
他
は
人

生
を
未
来
に
亘
る
も
の
と
し
て
観
る
に
あ
り
。
爰



に
於
て
吾
人
は
知
る
、
人
間

世
に
処
す
る
の
途
は
、
現
在
に
希
望
を
置
く
と
、
未
来
に
希
望
を
置
く
と
の
二

岐
に
分
る
ゝ
あ
る
の
み
。
更
に
去
つ
て
歴
史
を
観
る
に
、
盛
衰
興
亡
の
端
多
く
、

一
去
一
来
の
跡
空
し
き
も
、
之
を
要
す
る
に
、
歴
史
の
中
心
潮
は
、
未
来
の
希

望
を
現
実
に
適
用
す
る
に
あ
る
の
み
。
悠
々
た
る
天
と
、
※
々






た
る
地
の
間
に

孰


れ
の
所
に
か
墳
墓
な
る
者
あ
ら
ん
や
、
其
の
之
あ
る
は
、
人
間
の
自
か
ら
造

れ
る
者
な
り
、
国
民
の
自
か
ら
造
れ
る
者
な
り
。
印
度





自
か
ら
其
墳
墓
に
埋
も

れ
た
り
、
羅
馬





自
ら
其
墳
墓
に
沈
み
た
り
、
彼
等
は
去
れ
り
、
然
れ
ど
も
彼
等

を
葬
り
し
墳
墓
は
彼
等
と
共
に
其
影
を
撤
し
た
り
、
天
下
孰
れ
の
処
に
か
墳
墓

な
る
者
あ
ら
ん
や
、
世
界
は
墳
墓
に
赴
く
に
あ
ら
ず
、
頭
を
挙
げ
て
蛇
行
す
る

が
如
き
此
世
界
は
、
遂
に
「
生
命
」
に
達
す
べ
き
者
な
り
。
「
記
憶
」
渠
唯
だ

記
憶
の
み
、
「
過
去
」
渠
唯
だ
過
去
の
み
、
「
未
来
」
に
は
権





あ
り
、
「
希
望
」

に
は
命
あ
り
。

　
過
去
現
在
未
来
は
全
宇
宙
の
所
有
物
に
し
て
、
人
間
の
私
有
に
あ
ら
ず
、
時

間
と
空
間
は
人
間
を
、
或
る
立
塲
に
繋
げ
ど
も
、
人
間
は
過
、
現
、
未
、
の
中

心
に
立
つ
て
動
く
者
に
あ
ら
ず
。
然
り
と
雖




、

宇
宙
の
人
間
に
対
す
る
は
蛇
の

蛙
に
於
け
る
が
如
く
な
る
に
あ
ら
ず
、
人
間
も
亦

た
宇
宙
の
一
部
分
な
り
、
人

間
も
亦
た
遠
心
、
求
心
の
二
引
力
の
持
主
な
り
、
又
た
二
引
力
の
臣
僕
な
り
。

魚
市
に
喧
囂






せ
る
小
民
、
彼
も
亦
た
宇
宙
に
対
す
る
運
命
に
洩
れ
ざ
る
な
り
、

彼
も
亦
た
彼
の
部
分
を
以
て
、
宇
宙
を
支
配
し
つ
ゝ
あ
る
も
の
な
り
、
こ
の
観

を
以
て
す
れ
ば
、
王
侯
将
相
と
彼
と
の
間
に
何
の
径
庭






あ
ら
ん
や
。

　
宇
宙
に
精
神
あ
る
が
如
く
人
間
に
も
亦
た
精
神
あ
る
な
り
、
而



し
て
人
間
個

々
の
希
望
は
、
宇
宙
の
精
神
に
合
す
る
に
あ
り
、
人
間
世
界
の
最
後
の
希
望
は
、

全
く
宇
宙
の
精
神
に
合
躰
す
る
に
あ
り
。
唯
理
論
、
唯
心
論
、
も
し
く
は
又
た

唯
物
論
、
彼
等
何
も
の
ぞ
、
も
し
く
は
又
た
凡
神
教








、
彼
等
何
も
の
ぞ
、
彼
等

の
一
を
仮
る
こ
と
な
く
ん
ば
、
彼
等
の
一
に
僻
す
る
こ
と
な
く
ん
ば
、
遂
に
人

間
の
希
望
を
達
す
る
こ
と
能
は
ず
と
す
る
か
、
何
が
故
に
唯
心
論
を
悪
し
と
す

る
か
、
何
が
故
に
凡
神
論
を
悪
し
と
す
る
か
、
何
が
故
に
唯
物
論
を
悪
し
と
す

る
か
、
又
た
何
が
故
に
彼
等
を
善
し
と
す
る
か
、
空
々
漠
々
た
る
癖
論
家
よ
、

民
友
子
大
喝
し
て
曰
く
、
「
ベ
ベ
ル
の
高
塔
を
築
か
ん
と
す
る
は
誰
ぞ
」
と
。

　
彼
の
唯
物
論
、
彼
の
唯
心
論
、
彼
の
凡
神
論
、
彼
等
は
各
々
其
使﹅
命﹅
を
帯
び

て
来
れ
り
、
而
し
て
彼
等
は
各
、
其
使
命
の
幾
分
を
遂
げ
た
り
、
而
し
て
彼
等

は
各
々
其
誤﹅
謬﹅
を
残
し
た
り
。
看
よ
人
間
の
歴
史
は
、
恒



に
善
き
事
を
な
し
て
、

恒
に
悪
し
き
事
を
為
す
に
あ
ら
ず
や
。
恒
に
真
理
に
近
づ
き
、
恒
に
真
理
に
遠





か
る
に
あ
ら
ず
や
。
恒
に
進
歩
し
て
、
恒
に
退
歩
す
る
に
あ
ら
ず
や
。
然
れ
ど

も
記
憶
せ
よ
、
宇
宙
の
精
神
と
、
人
間
の
精
神
と
は
、
恒
に
進
歩
に
し
て
恒
に

退
歩
な
る
中
に
あ
り
て
、
相
接
近
し
つ
ゝ
あ
る
に
あ
ら
ず
や
。
唯
心
論
を
以
て

唯
物
論
を
罵





る
は
誰
ぞ
。
唯
物
論
を
以
て
唯
心
論
を
罵
る
は
誰
ぞ
。
彼
に
も
粋

あ
り
、
此
に
も
粋
あ
り
、
彼
に
も
糠



あ
り
、
此
に
も
糠
あ
り
、
妄





に
此
の
粋
を

以
て
、
彼
の
粋
を
撃
た
ん
と
す
る
は
誰
ぞ
。
縦





に

此
の
糠
を
以
て
、
彼
の
糠
を

排
せ
ん
と
す
る
は
誰
ぞ
。
民
友
子
大
喝
し
て
曰
く
、
「
砂
丘
の
上
に
ベ
ベ
ル
の

高
塔
を
築
か
ん
と
す
る
は
誰
ぞ
」
と
。

「
造
化
は
終
古
依
然
た
り
、
而
し
て
終
古
鮮
新
な
り
、
」
と
は
善
く
言
は
れ
た

る
か
な
。
宇
宙
は
実
に
其
中
心
に
於
て
、
一
定
の
方
向
あ
る
の
み
、
其
外
面
に

於
け
る
進
歩
と
退
歩
と
は
、
常
久
に
鮮
新
な
る
状
態
を
呈
す
る
な
り
、
預
言
者
、

英
雄
、
詩
人
、
彼
等
何
す
れ
ぞ
宇
宙
以
外
の
新
物
を
貪





ら
ん
や
、
彼
等
も
亦
た
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自
か
ら
の
墳
墓
を
造
る
も
の
な
り
、
百
年
、
千
年
、
万
年
、
あ
や
し
き
は
、Ti

m
e

な
り
、
怖
る
べ
き
はTim

e

な
り
、
墳
墓
も
亦
たTim

e

の
為
に
他
の
墳
墓

に
投
げ
ら
る
ゝ
な
り
、
墳
墓
す
ら
其
迹
を
留



め
ず
、
曷





ん
ぞ
預
言
者
、
英
雄
、

詩
人
を
留
め
ん
や
。
営
々
た
る
街
頭
の
商
児
、
役
々
た
る
レ
ボ
レ
ト
リ
ー
の
化

学
者
、
紛
々
た
る
新
聞
屋
の
小
僧
、
彼
等
も
亦
た
彼
の
預
言
者
と
、
彼
の
英
雄

と
、
彼
の
詩
人
と
、
其
帰
着
す
る
運
命
を
同
う
す
る
な
り
。
「
腐
朽
」
わ
が
右

に
あ
り
、
「
死
淵
」
わ
が
左
に
あ
り
、
剣
を
揮



ふ
も
の
誰
ぞ
、
筆
を
弄



す
る
も

の
誰
ぞ
、
天
を
談
ず
る
も
の
誰
ぞ
、
地
を
説
く
も
の
誰
ぞ
、
何



れ
に
進
歩
あ
ら

む
、
何
れ
に
退
歩
あ
ら
む
。
然
れ
ど
も
、
読
者
よ
請
ふ
汝
の
謹
厳
な
る
眼
を
開

け
よ
、
宇
宙
の
大
精
神
は
一
定
の
塲
所
に
安
住
せ
ず
。
造
化
は
終
古
依
然
た
り
、

然
れ
ど
も
、
読
者
よ
請
ふ
汝
の
霊
活
な
る
心
を
醒



せ
よ
、
造
化
は
其
中
心
に
於

て
、
宇
宙
は
其
中
心
に
於
て
、
必
ら
ず
何
程
か
の
動
あ
る
な
り
。
造
化
彼
れ
何

物
ぞ
、
宇
宙
の
一
表
現
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。
宇
宙
既
に
動
あ
り
、
造
化
豈



動
な

か
ら
ん
や
。
地
球
の
表
面
は
終
始
依
然
た
り
、
然
れ
ど
も
其
の
形
状
は
常
に
変

は
り
つ
ゝ
あ
る
な
り
、
要
は
千
年
の
眼
を
以
て
、
天
文
台
の
観
測
を
な
す
に
あ

り
。
こ
れ
其
の
外
形
に
就
き
て
言
ふ
の
み
、
宇
宙
果
し
て
「
死
物
」
な
る
か
、

将

た
、
又
「
生
躰
」
な
る
か
、
吾
人
が
地
球
と
名



く
る
此
の
一
惑
星
の
中
に
於

て
此
の
変
動
あ
り
、
「
死
躰
」
に
も
せ
よ
「
生
躰
」
に
も
せ
よ
、
既
に
こ
の
変

動
あ
る
な
り
、
何
ぞ
知
ら
ん
、
人
間
と
称
す
る
此
二
足
動
物
の
上
に
、
激
雷
の

驟


か
に
震
ふ
が
如
く
、
諸
天
群
が
り
落
ち
て
、
火
焔
忽





ち
起
り
て
、
一
指
を
投

ず
る
の
暇
に
於
て
、
こ
の
終
古
依
然
た
る
天
地
は
、
黙
示
録
の
約
翰





が
「
わ
れ

新
ら
し
き
天
と
新
ら
し
き
地
を
見
た
り
、
先



の
天
と
先
の
地
は
既
に
過
た
り
、

海
も
亦
た
あ
る
こ
と
な
し
」
と
言
ひ
た
る
言
葉
の
、
空
の
空
に
あ
ら
ざ
る
こ
と

を
実
証
す
る
の
時
あ
ら
ん
を
。

「
信
仰
個
条
」
彼
れ
何
物
ぞ
、
「
繩

墨







」
彼
れ
何
物
ぞ
、
否
な
彼
等
も
亦
た

宇
宙
の
精
神
の
大
進
歩
の
道
程
に
於
て
、
何
等
か
の
必
要
に
需
求
せ
ら
れ
て
出

で
た
る
も
の
な
り
、
彼
等
も
彼
の
唯
心
論
の
如
く
、
彼
の
唯
物
論
の
如
く
、
彼

の
凡
神
論
の
如
く
、
相
当
の
敬
礼
を
要
求
す
る
の
権
利
あ
る
も
の
な
り
、
然
れ

ど
も
彼
等
を
崇
拝
し
、
彼
等
を
保
持
し
、
彼
等
を
以
て
唯
一
の
標
準
と
せ
ん
と

す
る
は
何
物
ぞ
。
聖
書
を
把

つ
て
、
屑
籠
の
中
よ
り
古
布
と
古
紙
と
を
分
つ
が

如
く
、
或
は
彼
を
取
り
、
或
は
此
を
取
り
、
而
し
て
我
が
取
る
所
の
者
は
、
宇

宙
の
大
真
理
に
適



へ
り
と
妄
信
し
、
他
の
取
る
所
の
者
は
一
理
の
存
す
る
な
き

が
如
く
に
誣

ゆ
る
も
の
誰
ぞ
。
咄
、
思
想
界
に
於
け
る
病
毒
の
本
源
は
存
し
て

爰
に
あ
る
な
り
。
己
れ
の
取
る
所
を
奉
信
す
る
は
善
し
、
己
れ
の
取
る
所
を
以

て
、
他
の
取
る
所
を
妄
排
す
、
是
を
思
想
界
の
藪
医
術
と
言
は
ず
し
て
何
ぞ
や
。

夫
れ
藪
医
術
と
は
外
科
の
医
術
を
言
ふ
な
り
、
而
し
て
其
の
外
科
た
る
は
、
人

間
の
病
原
を
探
り
て
後
に
其
治
術
を
講
究
す
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
外
部
に
表
は

れ
た
る
病
象
の
一
部
分
を
見
て
、
直
に
膏
薬
を
塗
す
る
に
留
ま
る
な
り
。
咄
、

藪
医
術
は
い
か
ほ
ど
に
進
歩
す
る
と
も
、
人
世
に
於
て
何
の
功
益
す
る
と
こ
ろ

あ
ら
ん
や
。
信
仰
個
条
彼
れ
自
身
は
、
藪
医
術
に
あ
ら
ず
、
繩
墨
彼
自
身
は
藪

医
術
に
あ
ら
ず
、
唯
心
論
も
亦
た
然
り
、
唯
物
論
も
亦
た
然
り
、
然
れ
ど
も
個

の
信
仰
個
条
を
擁
し
、
個
の
繩
墨
を
擁
し
、
個
の
善
悪
論
を
擁
し
、
個
の
唯
心

論
を
擁
し
、
個
の
唯
物
論
を
擁
し
、
之
を
以
て
宇
宙
を
法
規
す
る
唯
一
の
真
理

と
迷
信
す
る
輩
の
手
に
於
て
、
藪
医
術
の
本
源
は
存
す
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
二
十
六
年
五
月
）
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